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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

【時間があれば説明】
建設業法の概要について説明させていただきます。

建設業法の第１の目的は、建設工事の適正な施行を確保し、発注者を保護することです。 また、第２の目的は建設業の健全な発達を促進することでございます。 
そして、これらの目的を達成するための手段として「建設業を営む者の資質の向上」や「建設工事の請負契約の適正化」を図ることと建設業法第１条に規定されております。

建設業法は昭和２４年に制定されました。 それ以来、時代の要請に応えて、数回にわたる改正が行われております。特に昭和４６年には建設業の許可制の採用や請負契約の適正化を中心とする大改正が行われております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは建設業法の視点で、建設工事における見積もりについてお話をさせて頂きます。

建設業法第２０条第１項では「・・・」と規定されており、工事種別ごとの内訳などを明らかにすることで適正な見積もりを実施するように定めています。

当建設産業課にも請負契約のトラブルなどの相談が寄せられますが、具体的な事案を聴取すると、見積もりや契約書の定めが曖昧であったために自己の主張が相手方へ通らず、トラブルに発展していくケースが見受けられます。

このためなるべく内訳等を見積書に明示していくことで、自分の権利を守ることにつながっていきます。

また業界全体の取り組みとして、将来の担い手確保を目指しており、その一つの手段として適正な見積もり作成を出発点として建設業の技能労働者への適正な賃金水準を確保していくことが重要になっております。

それでは見積もり作成について、もう少し詳しく見てみましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは「見積条件の提示」です。

○先ほどもお話ししました我々への相談案件の原因を考えると、建設工事の請負契約を締結するには、
出発点として「適正な見積もり」を実施することが重要です。

○建設業法（第２０条第３項）には、
建設工事の注文者は、「契約を締結」する前に、
できる限り「具体的な内容を」提示しなければならないと
規定されています。

○「元・請負人」は、「下・請負人」に対して、
施工責任範囲や施工条件等を反映した「合理的な」見積書を提出してもらうため、「書面による」見積依頼を行うようお願いいたします。

○併せて、見積依頼書には、「下・請負人」に対して、
「適正な」法定福利費を「内訳明示」した見積書を提出するようお願いいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に「工程の細目ごとに見積もり」についてです

○昨年、建設業法（第２０条第１項）が改正され、
建設工事の見積もりにおいて、「下・請負人」が明らかにする
内容について、工事の種別ごとの「材料費」、「労務費」、
「その他の経費」の内訳に加え、

工事の工程ごとの「作業」及び「その準備」に
「必要な日数」が追加されました。

元・請負人は、その内容が明らかである場合は、

その見積内容を考慮しなければなりません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に「工期等に影響を及ぼす事象に関する情報提供」についてです。（こちらも昨年の建設業法改正により、新設された条文になります。）

例えば、元請負人が
①　地盤の沈下、地下埋設物による土壌の汚染その他の地中の
状態に起因する事象
②　騒音、振動その他の周辺の環境に配慮が必要な事象

などの情報を事前に知り得た場合は、見積もり依頼時に下請負人に情報提供をおこなわなければなりません。

当該建設工事について、工期又は請負代金の額に影響を及ぼすものは、必ず情報提供をおこないましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、「適正な見積期間の設定」です

○建設業法第２０条第３項には、建設工事の注文者は、
予定価格の額に応じて、下請負人が見積もりを行うために
必要な一定の期間を設けなければならない
と規定されています。

○「下・請負人」に対する契約内容の提示から、
「契約の締結」までの間に設けなければならない期間は、

工事１件の予定価格が
５００万円に満たない工事については、中１日以上、

５００万円以上５，０００万円に満たない工事については、
中１０日以上、

５，０００万円以上の工事については、中１５日以上

と決められています。

つまり工事規模が大きくなるほど、建設業者に対して見積もり内容を検討する期間を長く確保しなければいけません。

この見積期間は、「下・請負人」が見積もりを行うための
最短期間であります。
適正な見積期間を設け、後々見積り落し等の問題が生じないよう検討する機会を与えるようにしましょう。
（次スライドで具体例の説明）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本スライド例示の解説　５月１日に見積もりを依頼した場合・・・
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
見積書の作成について、最後に法定福利費の内訳明示についてもお話しさせていただきます。
建設工事における現場作業員の法定福利費については、それぞれの工事ごとの請負金額の中で確保する必要があります。
このため見積書の作成の段階から法定福利費を明示し、元下間で必要な法定福利費の確保に繋げていきます。このことが業界の健全な発展、将来の担い手の確保への一つの手段となります。

従来の取引慣行では、法定福利費についてトン単価や平米単価による見積もりが一般的で、計算根拠が不明瞭なことも多々ありました。
そこで現在施策として進めているのは、スライドにもありますとおり工事内の労務費に法定保険料を掛けるといったなるべく算出方法を分かり易くした内訳明示を目指しております。

詳しい明示方法については、各専門工事業団体にて「標準見積書」を定めておりますので、ご参考いただければと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、「書面による契約締結」についてです。

建設業法第１８条に、
建設工事の請負契約の当事者は、
「おのおの」の対等な立場における合意に基づいて
公正な契約を締結し、信義に従って誠実に履行（りこう）しなければならないと規定されています。

　また、建設業法第１９条第１項では、
建設工事の請負契約の当事者は、「契約の締結に際して」
一定の定められた「事項を」「書面に記載し」、
「署名又は記名押印」をして「相互に交付」しなければならないと規定されています。

　特に建設工事の請負契約は、工事着工「前までに」書面で締結することを指導しています。
　口約束だけでは、内容が「不明確」、「不正確」となり、
後日、紛争の原因ともなりかねませんので、
「詳細」かつ「具体的に」
書面に記載していただき、当事者間の「権利・義務関係」を
明確にしておくことが重要です

もう少し詳しくお話しさせていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「契約書に記載すべき事項」ですが、
建設業法第１９条第１項に、
契約の締結に際して、１５項目を書面に記載し、
署名又は記名押印して、相互に交付しなければならないと規定されています。


また、通達に基づき、
標準的な契約書の形式を定めた「建設工事標準下請契約約款」又は
これに準拠（じゅんきょ）した内容を持つ契約書による
契約を締結することをお願いしています。

書面契約に代えて、ＣＩ－ＮＥＴなどによる電子契約も認められていますが、その場合でも１５項目は記載しなければならない。

電子契約については、国交省も監修しています「電子契約ガイドライン」に必要事項を定めています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○このページでは、先ほど説明した「契約書に」記載しておかなければならない重要事項を掲載したものです。

昨年の建設業法の改正を受けて、契約書の「記載事項」が14項目から15項目になりました。

④ の「工事を施工しない日又は時間帯の定めをするときは、その内容」がそれに該当します。
※ただし、事前に取り決めが無い場合は、省略可能。

○ここに書かれている１5項目のうち、

①の工事内容につきましては、
「下・請負人」の責任施工範囲、施工条件等が「具体的に」記載されている必要がありますので、特に○○工事一式といった「曖昧な記載」は避けるべきとお願いしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に「追加変更契約について」ですが、
建設業法では（第１９条第２項に、）
請負契約の当事者は、「追加工事や変更工事」が発生した場合や「工期が変更」になった場合は、「その変更の内容」を
書面に記載し、署名又は記名押印して相互に交付しなければならないと規定されている。

○工事の状況により、追加工事の全体数量が着工前の時点で
確定できないなどの理由により、その都度、変更契約を締結することが不合理な場合は、具体的な作業内容や、契約変更を行う時期、追加工事等に係る契約単価の額を記載した
書面を、追加工事の着工前に取り交わしておいて、内容が確定した時点で遅滞（ちたい）なく契約を締結することも可能としています。

○いずれにしても、追加工事や変更工事の着工前に、
契約の内容を書面により明確にしておくことが重要です。

【時間があれば↓】
○元請負人が合理的な理由なく下請工事の変更契約を行わない場合は建設業法に違反する。
○例えば、追加工事が発生しているにもかかわらず、元請負人が発注者との間で変更契約を締結していないことを理由として、下請負人との変更契約を行わない場合なども建設業法に違反する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート





o
RLIENERRS

BoOS| EOMNZABICFIA U, @B MR CRD SN DRIMICTEIT

ISV \EBE CrRENZMHIE LU CIXDE B A

N

CATEEERETIX

WIEEEIIX

rh st N7
L \H

HEIEROEN FaEIEI$§ _pEEn]
& Ty
ERAAESBCOBRE |

J

uf\_,ﬂ\

CDETHE %
2HLENE,

.~

EERFIE F19%MD3



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○つぎに「不当に低い請負代金の禁止」です。

○建設業法第１９条の３に、
注文者は、自己の「取引上の地位」を不当に利用して、
その注文した、建設工事を施工するために通常必要と認められる原価に満たない金額を
「請負代金の額」とする請負契約を「締結してはならない」

と規定されています。

【↓時間があれば】
○「自己の取引上の地位の不当利用」とは、取引上優越的な地位にある元請負人が、下請負人の指名権や選択権などを背景に、下請負人を経済的に不当に圧迫するような取引を強いることである。

○「取引上優越的な地位にある場合」とは、下請負人にとって元請負人との取引の継続が困難になることが下請負人の事業経営上、大きな支障をきたす場合をいう。

○また、「通常必要と認められる原価」とは、工事の施工地域において、工事を施工するために一般的に必要と認められる価格をいいます。法定福利費も「通常必要と認められる原価」に含まれる。

次のページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○つぎに「不当な使用資材等の購入強制の禁止」についてです。

○建設業法（第１９条の４）に、

注文者は、請負契約の「締結後に」、
自己の「取引上の地位を不当」に利用して、
その注文した建設工事に使用する
「資材」もしくは「機械器具」、又は
これらの購入先を指定し、これらを請負人に購入させて、
その利益を害してはならない

と規定されている。ご留意いただきたい

【↓時間があれば】
○例えば、
契約締結後に、注文者より使用資材等の指定が行われた結果、
下請負人が予定していた資材等の購入価格より、高い価格に
なってしまった場合や、既に購入していた資材等を返却せざるを得なくなって、金銭面や信用面における損害を受けた場合、
建設業法に違反するおそれがある。

次のページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○つぎに「やり直し工事」についてです。

○元請負人が、
「元・請負人」と「下・請負人」の責任や費用負担を
「明確にしないまま」、やり直し工事を「下・請負人」に行わせ、
その費用を「一方的に」「下・請負人」に「負担」させた場合は、
建設業法に違反するおそれがあます。

○建設業法令遵守ガイドラインでは、
やり直し工事は、原則として元・請負人の費用負担において行う必要があると記載されている。

○「下請負人」の費用負担により、「やり直し工事」が実施できるケースとしては、

「下・請負人」の施工が、「契約書面に明示された」内容と異なる場合や、「下・請負人」の施工に瑕疵等がある場合に限られています。

次のページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○赤伝処理についてですが、

赤伝処理とは、元・請負人が、一方的に提供や貸与(たいよ)
した安全衛生保護具などの費用や
振り込み手数料などの諸費用、安全協力会費などを、
下請代金の支払時に差し引く、いわゆる相殺する行為のことをいいます。

○この行為自体は建設業法違反ではありませんが、
赤伝処理を行うためには、「その内容」や「差し引く根拠」などについて、「元・請負人」と「下・請負人」双方で
「事前に合意」しておく必要があります。

○また、その内容について、「見積条件に」明示しなかった場合や「契約書面に」記載しなかった場合は、建設業法に違反する恐れがあります。

次のページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に「下請代金の支払い」についてです。
下請代金が適正に支払わなければ、下請負人の経営の安定性が損なわれるばかりでなく、手抜き工事や労災事故を誘発して、建設工事の「適正な施工の確保が」困難になりかねないため、建設業法では、「工事の適正な施工」と「下請負人の利益保護」を目的として、下請代金の支払いに関する規定を定めているところです。

建設業法第２４条の３では、注文者から請負代金の出来形（できがた）部分に対する支払い又は工事完成後における支払いを受けたときは、その支払対象となった工事を施工した「下・請負人」に対して、相当する下請代金を１ヶ月以内で、かつできる限り短い期間内に支払わなければならないと規定されています。

建設業法第２４条の５では、特定建設業者は、下請負人が資本金４０００万円未満の一般建設業者の場合は、下請負人からの工事の目的物の引渡し申出日から起算して５０日以内に下請代金を支払わなければならないと規定されています。

従いまして、特に特定建設業者は、完成払いを受けた日から
１ヶ月以内か、引渡しの申出から５０日以内の支払期日の
いずれか早い方で支払わなければなりませんので、ご留意いただきますようお願いいたします

次のページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つぎに「下請代金の支払手段」についてです。

昨年の法改正により、建設業法第　第２４条の３第２項に
「元・請負人は、下請代金のうち労務費に相当する部分については、現金で支払うよう適切な配慮をしなければならない」とされました。

○下請代金のうち労務費については、建設工事に従事する方々の
賃金や社会保険料に充てられることから、
手形で支払われた場合には、下請負人は賃金支払いのため金融機関等から別途調達する必要が生じ、借入れコストを下請負人が自ら負担せざるをえなくなるため、下請保護の強化の観点から図られたものです。

○建設業法上望ましくない行為事例としては、
下請代金の支払を全額手形払いで行う場合
労務費相当分に満たない額を現金で支払い、残りは手形で支払う場合などです
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に「割引困難な手形での支払い」についてです。
（建設業法第２４条の６第３項に、）

特定建設業者は、下請契約に係る下請代金の支払を
支払期日までに、
一般の金融機関で「割引を受けることが困難である」と
認めれる手形を交付してはならないと規定されています。

○建設業法では明確な定めはありませんが、手形期間１２０日を超える長期手形を交付した場合は、「割引を受けることが困難である手形の交付」と認められる場合があります。
なお、今年度に公正取引委員会及び中小企業庁より、手形期間を６０日以内に短縮する要請が関係団体へおこなわれています。


次のページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、「不利益取り扱いの禁止について」です。


○国土交通省では、建設業に係る法令違反行為の疑義情報の受付窓口である「駆け込みホットライン」を設置しています。
元請負人からの報復を危惧して匿名希望のケースが少なからず見受けられます。

○下請負人が安心して国土交通大臣などに通報・相談して、必要に応じて元請負人に対する是正措置が図られるような環境整備を図るとともに昨年の建設業法改正により、法令上でも下請負人が通報の結果、元請負人から不利益な取り扱いをおこなわれないように定めをしています。


W i 01 RERUEECET AREORE

BREBIEFRMCLEC, BXECETISIEZ R UCIRSEZRA
REUSONEZDEEA

I [
‘i‘s : 7 3

(ﬁﬁ-% il 54

N
Qﬁi%m&g/ XS E N SERMIT AT
fmr._ FELETEBICHILOL

@¢é$ﬁ =
XKEITEISEEFTA-T:
TTHEEEICIE. LTOXE
[SDOVWTI10EDREFEERHE
i+
- SEREEIE
-HIEBLOITSRG

EERFIR F40% D3



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に「帳簿の備え付け・保存
　　　及び営業に関する図書の保存」についてです。

建設業法（第４０条の３）では
建設業者は、その営業所ごとに、帳簿を備え、保存しなければならないと規定されています。

具体的には、営業所ごとに、営業に関する事項を記録した
帳簿を備え、５年間保存しなければならないとされています。

帳簿には、営業所の代表者の氏名、
「請負契約」や「下請契約」に関する契約日などの事項を記載することや
契約書（写し可）などを添付することが必要です。

また、営業に関する図書については１０年間保存することが必要です。
発注者から直接建設工事を請け負った場合には、
営業所ごとに、完成図、工事内容に関する発注者との
打ち合わせ記録、施工体系図などの保存することとなっています。

帳簿の作成は、建設工事の請負に関する記録が記載されることになりますので、コンプライアンス状況の確認にもなり、
社内への法令遵守を徹底させていく上で非常に大きな意義があるものですので、適切な保存をお願いいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
建設業法令遵守ガイドライン以外にも法令遵守事項がある。


【時間があれば・・・以下説明】
建設工事の適正な施工を確保するためには、施工する工事現場に、建設工事の内容に合致した所定の資格や経験を有する監理技術者や主任技術者を設置して、施工状況の管理や監督をしなくてはなりません。

また、建設工事に関する請負契約の適正な締結や履行を確保するために、専門知識を有する専任の技術者を各営業所に配置しなくてはなりません。

一括下請負は、発注者が建設業者に寄せた信頼を裏切ることになり、施工責任が曖昧になるため、建設業法で禁止しております。

関連規定の遵守をお願いいたします。

次のページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

【時間があれば説明】
建設業法の概要について説明させていただきます。

建設業法の第１の目的は、建設工事の適正な施行を確保し、発注者を保護することです。 また、第２の目的は建設業の健全な発達を促進することでございます。 
そして、これらの目的を達成するための手段として「建設業を営む者の資質の向上」や「建設工事の請負契約の適正化」を図ることと建設業法第１条に規定されております。

建設業法は昭和２４年に制定されました。 それ以来、時代の要請に応えて、数回にわたる改正が行われております。特に昭和４６年には建設業の許可制の採用や請負契約の適正化を中心とする大改正が行われております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
建設業法令遵守ガイドライン以外にも法令遵守事項がある。


【時間があれば・・・以下説明】
建設工事の適正な施工を確保するためには、施工する工事現場に、建設工事の内容に合致した所定の資格や経験を有する監理技術者や主任技術者を設置して、施工状況の管理や監督をしなくてはなりません。

また、建設工事に関する請負契約の適正な締結や履行を確保するために、専門知識を有する専任の技術者を各営業所に配置しなくてはなりません。

一括下請負は、発注者が建設業者に寄せた信頼を裏切ることになり、施工責任が曖昧になるため、建設業法で禁止しております。

関連規定の遵守をお願いいたします。

次のページをご覧ください。






[RBRANFRREEIEMOTNETH ?

[ERAMFAREE] ZHo>THWEINT

[ERBMNABRELE (EROBISHABDREICETD
=] TR, BRISORIBRUZISICERERIEND

AEAHICBIRAORECEDSC EEZRDTNET,

KHEORRERTS-RARULOTE
(BERBRRRENS (RRDENERLTIMONE) )

(BERENEHE (BERNZHNAT IROHE) )

—
1 !'J'l Irt L




ERMELYLORENILICET 385 © E1x

EEEDLEASEO-RK (LB - +3 - Eltihs)

: w o
RRIEL D TOREMPILICET S —= — -
BHSE Zs e - —
b Eibelad RREEEEEEN 025-280-5161
Bk ERTREDEREEDEAE 025-226-1411
= BILR AR RN R R R 076-444-9618
BERREBETREIIEEYELY LI, L ERTEAREAERh RS 07e-123-2178
Glle };.‘fﬂmﬁiﬁﬁmﬁﬁ 076-225-1474
= =] -— ERH mECARRLER 076-220-2302
Eﬁﬁﬁ%%"f’i t E%gz L— i 18 ERLE EREEDAER 058-272-8217
s & ERTEEEEHESE 058-214-2169
-~ feEe CHL - BRINMRMEMERED U DA SR 054-221-2423
ﬁEUTZ) & ﬂ‘%‘g'@?o BEG ERE BERDHRR 054-221-1363
E#h EREEERE A RE 053-453-6110
i 7" IJ FHR EREEEERELR BEOERRNE 052-954-6235
- - = A HEEmh EREEEEEENEAR 052-972-2392
- ﬁ'ﬂ & ﬂf..ﬁﬁ%l 2WT 'H: EES EREREN SRR 0532-51-2210
EL:nn R ARRE R e HEER 0564-23-6876
!E g ﬁ! Lﬂ ;ﬁ L_. E "D g ﬂ] fd.. ﬂ E — B PRIEERER M R 0586-45-5374
,&_ t if‘g E'r ?_ BHH EIRTEREN SRR 0565-34-6710
. ) 74N = BIHR EeENEEETAHER 0776-20-0382
ﬂ j - ®ih TELEEENEENIIER 0776-20-5398
I =1 ERAEEEEREY - VTS0 BEDHS - EEN 059-224-2475
REWECY LB ENRE i;% ﬁ:g;ﬁ:i;ﬁg%&ﬁ&ﬁu 077-528-3473. 3475
. (1) .. il = : 077-528-2062
BERUILIEA e AR HERREEERL SRR 075-214-4717
> BEDoREREEREZLEhTVET, =& ERBRRRERL S RRED AR 075-222-30987
: —m o N N ERRHLETEERISEEERRRENEAR 05-6210-9570
i—l__ ifg fﬁ. f m%ﬁ'éf gf_? TEURERYZ A ORI SV TE EN B REN RN R RED R T —F 05-6630-3284
= L TiEEY o Efi ERmER e BER LR D72-728-7476
P BRESEEVOMEE®RACELT 2ESE. BEEDLERCHET il FIRRER =2 RN 05-6858-3070
BUBEEIEETA L, BEGELRNEHETALLE, HhEg :;';T %’;ﬁ;}ﬁ;g;gmm e e
= v <5 | i hmEES ; 072-669-1886
R M‘i_ﬂ L HESTS L) R R R 050-7102-6013~6018
¥ OEELETR, FHE L TaEEES RN EREL G E T, = gsxﬁﬁaﬂ&%#ﬁﬁ 072-924-3772
. 2 L% D s BEIH WP ESR 072-824-1021
fté_ﬁ” L3>V — P PREAREFE, VT4 7L LTHIERL X LENTH ERTEEREDTRR 06-4309-3207
& e ERE ERTERERR 078-362-3281
s #Eh EREREAESE 078-595-6189
I BEEDHNEL->-TWWELWTOEHFIA E ERREBEERRDLER 073-721-2405
-FEEYIREL s TwAWT R, SEEHAAEEE ¥ cESE b1H B iith EAENEEN N EEEhEL 05-6485-6310
TORHEL, BEEEEL LTHEMBARICEO T WP i3 | 3 BEE hELERERTEEEFEDRE 078-918-5784
= = BELBY XY A= L F e E A ] 0798-35-0185
S TERENS —FUFOBRBRRE 2B HT 3851k, TRESC (548 Bl %EH - i - RAENEERERYHER 0742-27-8748
ER R OfEREES TEonET. FRh IR BER B R 0742-71-2226
LR s EE RN R RERET e R 073-441-2692
F) BRBESNLEL (401 elfvE, oo FA T SRR, L G EERNEENEEEEEDR 073-235-1271
(£1) RESORARIMMENT 241 (RLEELANLTS) EEWMIELIEL T A e Y ELES
(R BB CRaT SRR s LHE e e a ( (B LAGNES FRZLE10A) & [ Ak BRI IIRIN Y B I BRI ADE R,

O @txAE Lomma LS © @AY 9 mmu



3. €Nt

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism


プレゼンター
プレゼンテーションのノート

【時間があれば説明】
建設業法の概要について説明させていただきます。

建設業法の第１の目的は、建設工事の適正な施行を確保し、発注者を保護することです。 また、第２の目的は建設業の健全な発達を促進することでございます。 
そして、これらの目的を達成するための手段として「建設業を営む者の資質の向上」や「建設工事の請負契約の適正化」を図ることと建設業法第１条に規定されております。

建設業法は昭和２４年に制定されました。 それ以来、時代の要請に応えて、数回にわたる改正が行われております。特に昭和４６年には建設業の許可制の採用や請負契約の適正化を中心とする大改正が行われております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

取引条件の改善に向けて建設業法違反となる取引上の行為や注意点など
目指すべき取引のあり方などをまとめた「建設企業のための適正取引ハンドブック」を
ＨＰに掲載しています。
このハンドブックの説明動画をＹｏｕ　Ｔｕｂｅにアップしていますので、
社内研修などで活用いただければと思います。


https://www.mlit.go.jp/common/001364815.pdf
https://www.youtube.com/user/mlitchannel
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